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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　消費者製品と共に使用するためのポケットサイズ容器であって、
　前記容器の第１の側壁部分を形成する突出ブルワークを有し、カバーを受け入れるため
の前記突出ブルワークから上方にある上側リム部分と、ベースを受け入れるための前記突
出ブルワークの下方にある下側リム部分と、を有する周縁バンドと、
　前記周縁バンドの突出ブルワークの下方で且つ該突出ブルワークと同一平面上に第２の
側壁部分を形成し、前記周縁バンドの下側リム部分を囲む上向き壁を有するパン形剛体ベ
ースと、
　前記容器の閉鎖時に前記周縁バンドの突出ブルワークの上方で且つ該突出ブルワークと
同一平面上に前記容器の第３の側壁部分を形成し、前記周縁バンドの上側リム部分を囲む
下向き壁を有するパン形剛体カバーと、
を備え、
　前記周縁バンドが、該周縁バンドからの前記ベースの解除を防止するロック機構を含み
、前記周縁バンドが透過性又は半透明であり、前記容器の前記内部容積が、前記周縁バン
ドを通して見ることができる、
ポケットサイズ容器。
【請求項２】
　前記内部容積が、前記周縁バンドを通して見ることができる複数の消費者製品を収容す
る、
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請求項１に記載の消費者製品と共に使用するためのポケットサイズ容器。
【請求項３】
　前記周縁バンドが、プラスチックである、
請求項１に記載の消費者製品と共に使用するためのポケットサイズ容器。
【請求項４】
　前記周縁バンドが、薄着色、又は有色性である、
請求項１に記載の消費者製品と共に使用するためのポケットサイズ容器。
【請求項５】
　前記周縁バンドの下側リム部分の下縁が前記ベースの底部と近接又は接触しており、前
記周縁バンドの上側リム部分の上縁が前記カバーの頂部と近接又は接触している、
請求項１に記載の消費者製品と共に使用するためのポケットサイズ容器。
【請求項６】
　前記周縁バンドが、前記ベースの底部を整列させる一体型トレイに組み込まれる、
請求項１に記載の消費者製品と共に使用するためのポケットサイズ容器。
【請求項７】
　前記容器が、前記カバー、前記ベース、及び前記周縁バンドから成る３部品容器であり
、前記ベースがカール上縁がスタンプ加工された金属シートであり、前記カバーが、カー
ル下縁がスタンプ加工された金属シートであり、前記周縁バンドが、有色シースループラ
スチックである、
請求項１に記載の消費者製品と共に使用するためのポケットサイズ容器。
【請求項８】
　前記ロック機構が、前記周縁バンドの下側リム部分の外表面上に複数の突起部を含み、
該突起部が、前記ベースの上向き壁の上側内向きカール縁部をロックして、該カール縁部
が前記突出ブルワーク及び前記突起部との間でクランプされるようにする、
請求項１に記載の消費者製品と共に使用するためのポケットサイズ容器。
【請求項９】
　前記カバーが前記周縁バンドにヒンジ固定される、
請求項１に記載の消費者製品と共に使用するためのポケットサイズ容器。
【請求項１０】
　前記ベースがシート金属からなり、前記ベースの上縁が、前記シート金属の内向きカー
ル部分を含み、前記ロック機構が前記カール部分を係合する平坦面を含む、
請求項１に記載の消費者製品と共に使用するためのポケットサイズ容器。
【請求項１１】
　前記カバーがシート金属からなり、前記カバーの下縁が前記シート金属の内向きカール
部分を含み、前記カバーが、前記カール部分を係合する湾曲面によって前記周縁バンドに
取り外し可能に固定される、
請求項１に記載の消費者製品と共に使用するためのポケットサイズ容器。
【請求項１２】
　前記周縁バンドの上縁において内部空間の周辺にシールされた第１の薄膜と、
　前記容器の周辺付近において前記容器の閉鎖時に前記カバーの下向き壁と前記突出ブル
ワークの上縁との間に形成された分割ラインを覆う第２の薄膜と、
の少なくとも１つを更に備え、
前記第１及び第２の薄膜が、通気性又は非通気性の天然又は合成材料、フォイル、プラス
チック、ポリプロピレン、ポリオレフィン、これらの複合体、感圧体、収縮嵌合体、及び
これらの組み合わせのうちの１つを含む、
請求項１に記載の消費者製品と共に使用するためのポケットサイズ容器。
【発明の詳細な説明】
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００１】
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　１つの実施形態によれば、容器の第１の側壁部分を形成する突出ブルワークを有する周
縁バンドを含む、消費者製品と共に使用するためのポケットサイズ容器が提供される。周
縁バンドは、カバーを受け入れるための突出ブルワークから上方にある上側リム部分と、
ベースを受け入れるための突出ブルワークの下方にある下側リム部分とを有する。周縁バ
ンドの下側リム部分を囲む上向き壁を有するパン形剛体ベースは、周縁バンドの突出ブル
ワークの下方で且つ該突出ブルワークと同一平面上に容器の第２の側壁部分を形成する。
周縁バンドの上側リム部分を囲む下向き壁を有するパン形剛体ベースは、容器の閉鎖時に
周縁バンドの突出ブルワークの上方で且つ該突出ブルワークと同一平面上に容器の第３の
側壁部分を形成する。周縁バンドは、該周縁バンドからベースの解除を防止するロック機
構を含む。
【０００２】
　１つの実施形態において、周縁バンドは、ベースに嵌合したトレイの側壁を含む。周縁
バンドは、ベースの底部と整列した一体型トレイに組み込むことができる。１つの実施形
態では、トレイは、タバコポーチ製品を収容し、周縁バンドの上縁が薄膜で気密シールさ
れる。
【０００３】
　１つの実施形態において、ベースは、丸形コーナ又は急コーナにおいてベースのドーム
型底部を平滑な半径と接合する２つの直線側壁及び２つの湾曲端部壁を含み、側壁部分は
実質的に垂直であり、カバーは、丸形コーナ又は急コーナにおいてカバーのドーム型頂部
を平滑な半径と接合する２つの直線側壁及び２つの湾曲端部壁を含む。１つの実施形態で
は、周縁バンドの下側リムは、２つの直線壁と２つの湾曲端部壁とを含み、直線壁及び端
部壁上には離間して配置された突出部を備え、ロック機構は、ベースの直線壁及び湾曲壁
を係合する離間して配置された突起部を含み、ベース及びカバーはサイズ及び形状が同一
である。
【０００４】
　別の実施形態では、ベースが矩形中心セクション及び丸形端部セクションを含み、該丸
形端部セクションは中心セクションよりも幅が広く、側壁部分が実質的に垂直であり、カ
バーが矩形中心セクション及び丸形端部セクションを含み、該丸形端部セクションが中心
セクションよりも幅が広く、カバーがドーム型頂部又は平坦な頂部を含み、ベースがドー
ム型底部又は平坦底部を含む。
【０００５】
　容器は更に、ベースの外表面、周縁バンドの外表面、カバーの外表面、又はこれら組み
合わせのうちの少なくとも１つにラベルと、ベース及びカバーの外表面及び内表面のうち
の少なくとも１つに耐傷性テクスチャコーティングとを含むことができる。
【０００６】
　別の実施形態によれば、無煙タバコ製品を包装する方法が提供され、該方法は、上向き
壁に接合された底部を有するパン形状ベースを機械スタンプ加工し、上向き壁上の上縁を
内向きに機械カーリング加工して内向きカール縁部を形成する段階と、カバーを受け入れ
るための上側リム部分と、ベース上向き壁の内部を密着して整列させる下側リム部分と、
上側及び下側リム部分の間に突出ブルワークとを含み、上向き壁上のカール上縁を係合し
永久的にロックするために下側リム部分の外側の周縁付近に複数の突起部を有するプラス
チック周縁バンドを射出成形する段階と、内向きカール縁部が突起部を覆って延びて突起
部とブルワークとの間のギャップにスナップ嵌合するまで周縁バンド下側リム部分をベー
スに押し込む段階と、周縁バンド内の空間に無煙タバコ製品を少なくとも部分的に充填す
る段階と、周縁バンドの上側リム部分を下向き壁を有するカバーで覆い、下向き壁の対向
する端部と周縁バンドの突出ブルワークとの間の分割ラインと上側リム部分周辺で密接に
嵌合させるようにする段階と、分割ラインを切り取りストリップでシールして、ポケット
サイズ容器を形成する段階と、を含む。射出成形中にトレイ底部を周縁バンド上に形成す
ることができ、該トレイ底部は、ベース底部の内部を整列させるように構成される。
【０００７】
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　別の実施形態によれば、無煙タバコ製品を包装する方法が提供され、該方法は、上向き
壁に接合された底部を有するパン形状ベースを機械スタンプ加工し、上向き壁上の上縁を
内向きに機械カーリング加工して内向きカール縁部を形成する段階と、カバーを受け入れ
るための上側リム部分及びベース上向き壁の内部を密着して整列させるための下側リム部
分を有する周縁バンドと、ベース底部の内部を整列させるためのトレイ底部と、上側及び
下側リム部分の間に突出ブルワークとを含み、上向き壁上のカール上縁を係合し永久にロ
ックするために下側リム部分の外側の周縁付近に複数の突起部を有する一体型プラスチッ
クトレイを射出成形する段階と、トレイに無煙タバコ製品を少なくとも部分的に充填する
段階と、上側リムの上縁において内部空間の周辺にシールされた薄膜でトレイを覆う段階
と、内向きカール縁部が突起部を覆って延びて突起部とブルワークとの間のギャップにス
ナップ嵌合するまで周縁バンド下側リム部分をベースに押し込む段階と、周縁バンドの上
側リム部分を下向き壁を有するカバーで覆い、下向き壁の対向する端部と周縁バンドの突
出ブルワークとの間の分割ラインと上側リム部分周辺で密接に嵌合させるようにする段階
と、分割ラインを切り取りストリップでシールして、ポケットサイズ容器を形成する段階
とを含む。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１Ａ】ドーム型頂部を有するカバーと、ドーム型底部を有するベースと、ベースと一
体化されず且つベースに接続され且つ容器の閉鎖時にベースの垂直壁及びカバーの垂直壁
と同一平面上にある容器側壁を形成する突出ブルワークを有する連続周縁バンドとを備え
た、丸形コーナ形状を有する容器の１つの実施形態を示す図である。
【図１Ｂ】ドーム型頂部を有するカバーと、ドーム型底部を有するベースと、ベースと一
体化されず且つベースに接続され且つ容器の閉鎖時にベースの垂直壁及びカバーの垂直壁
と同一平面上にある容器側壁を形成する突出ブルワークを有する連続周縁バンドとを備え
た、丸形コーナ形状を有する容器の１つの実施形態を示す図である。
【図１Ｃ】ドーム型頂部を有するカバーと、ドーム型底部を有するベースと、ベースと一
体化されず且つベースに接続され且つ容器の閉鎖時にベースの垂直壁及びカバーの垂直壁
と同一平面上にある容器側壁を形成する突出ブルワークを有する連続周縁バンドとを備え
た、丸形コーナ形状を有する容器の１つの実施形態を示す図である。
【図１Ｄ】ドーム型頂部を有するカバーと、ドーム型底部を有するベースと、ベースと一
体化されず且つベースに接続され且つ容器の閉鎖時にベースの垂直壁及びカバーの垂直壁
と同一平面上にある容器側壁を形成する突出ブルワークを有する連続周縁バンドとを備え
た、丸形コーナ形状を有する容器の１つの実施形態を示す図である。
【図２】レーストラックに似た丸形コーナ形状を有する容器の別の実施形態を示す図であ
る。
【図３Ａ】ドーム型底部と、ベースと一体化されずにベース内に取り込まれた連続周縁バ
ンドを有し、該周縁バンドがベース垂直壁と同一平面上にある容器側壁を形成する突出ブ
ルワークと第１の薄膜及びカバー垂直壁を受け入れて容器を閉鎖する上側リム部分とを有
する、丸形コーナ容器のベースの別の実施形態の長側面の側面図である。
【図３Ｂ】ドーム型底部と、ベースと一体化されずにベース内に取り込まれた連続周縁バ
ンドを有し、該周縁バンドがベース垂直壁と同一平面上にある容器側壁を形成する突出ブ
ルワークと容器を閉鎖するため第１の薄膜及びカバー垂直壁を受け入れる上側リム部分と
を有する、丸形コーナ容器のベースの別の実施形態の短側面の側面図である。
【図４Ａ】周縁バンドを覆って嵌合して容器を閉鎖するドーム型頂部及び垂直壁を有する
丸形コーナ容器のカバーの別の実施形態の長側面の側面図である。
【図４Ｂ】周縁バンドを覆って嵌合して容器を閉鎖するドーム型頂部及び垂直壁を有する
丸形コーナ容器のカバーの別の実施形態の短側面の側面図である。
【図５Ａ】周縁バンドを覆って嵌合して容器を閉鎖するドーム型頂部及び垂直壁を有する
丸形コーナ容器のカバーの別の実施形態の長側面の側面図である。
【図５Ｂ】周縁バンドを覆って嵌合して容器を閉鎖するドーム型頂部及び垂直壁を有する
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丸形コーナ容器のカバーの別の実施形態の短側面の側面図である。
【図６Ａ】周縁バンドを覆って嵌合して容器を閉鎖する平坦な頂部及び垂直壁を有する丸
形コーナ容器のカバーの別の実施形態の長側面の側面図である。
【図６Ｂ】周縁バンドを覆って嵌合して容器を閉鎖する平坦な頂部及び垂直壁を有する丸
形コーナ容器のカバーの別の実施形態の短側面の側面図である。
【図７Ａ】容器が、平坦頂部を有するカバーと、平坦底部を有するベースと、ベースと一
体化されずにベースに接続された連続周縁バンドとを有し、該周縁バンドが、容器の閉鎖
時にベースの垂直壁及びカバーの垂直壁と同一平面上にある容器の側壁を形成する突出ブ
ルワークを有する、別の実施形態による閉鎖容器を通る断面図である。
【図７Ｂ】ベースと一体でない周縁バンドが、ベースの底部と上側リム部分の上縁にシー
ルされた第１の薄膜とを整列させるトレイ底部を有する、別の実施形態による閉鎖容器を
通る断面図である。
【図８】周縁バンドの１つの実施形態の長側面の側面図である。
【図９Ａ】長側面に窪みを備えた丸形コーナ形状を有し、ドーム型頂部を有するカバーと
、ドーム型底部を有するベースと、ベースと一体化されず且つベースに接続され、カバー
の垂直壁及びベースの垂直壁と同一平面上にある容器側壁を形成する突出ブルワークを有
する連続周縁バンドと、を有する容器の別の実施形態を示す。
【図９Ｂ】長側面に窪みを備えた丸形コーナ形状を有し、ドーム型頂部を有するカバーと
、ドーム型底部を有するベースと、ベースと一体化されず且つベースに接続され、カバー
の垂直壁及びベースの垂直壁と同一平面上にある容器側壁を形成する突出ブルワークを有
する連続周縁バンドと、を有する容器の別の実施形態を示す。
【図９Ｃ】長側面に窪みを備えた丸形コーナ形状を有し、ドーム型頂部を有するカバーと
、ドーム型底部を有するベースと、ベースと一体化されず且つベースに接続され、カバー
の垂直壁及びベースの垂直壁と同一平面上にある容器側壁を形成する突出ブルワークを有
する連続周縁バンドと、を有する容器の別の実施形態を示す。
【図９Ｄ】長側面に窪みを備えた丸形コーナ形状を有し、ドーム型頂部を有するカバーと
、ドーム型底部を有するベースと、ベースと一体化されず且つベースに接続され、カバー
の垂直壁及びベースの垂直壁と同一平面上にある容器側壁を形成する突出ブルワークを有
する連続周縁バンドと、を有する容器の別の実施形態を示す。
【図１０】容器の１つの実施形態の周辺付近にある穿孔ラベルの実施形態を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本明細書に記載したように、ポケットサイズ容器の１つの実施形態は、容器の中心側壁
部分を形成する周縁バンド（すなわちカラー）と、容器の下側側壁部分及び底部を形成す
る上向きの垂直壁を備えたパン形ベースと、容器を閉鎖して該容器の上側側壁部分及び蓋
を形成する下向きの垂直壁を備えたパン形カバーとを有する。好ましくは、中心側壁部分
、下側側壁部分、及び容器が閉鎖されたときの上側側壁部分は、容器に外接する平滑な平
面を形成する。容器の別の実施形態では、周縁バンドは、ベースの底部を整列させるよう
にトレイと一体的に形成することができる。
【００１０】
　好ましくは、周縁バンドは、突出ブルワークから上方に突き出た上側垂直リム部分を有
し、カバーの垂直壁の内表面を受け入れて容器を摩擦閉鎖する。突出垂直ブルワークは、
容器の中心側壁部分を形成する。好ましくは、周縁バンドは、突出垂直ブルワークから下
方に別のリム部分すなわち下側垂直リム部分を有し、ベースの垂直壁内部に沿ってベース
に接続する。本明細書で使用されるように、垂直壁又はリム部分は実質的に垂直の向きを
指すが、幾つかの実施形態では、これに限定されず、例えば、垂直壁及び垂直リム部分の
一方又は両方が、平滑な連続湾曲部の１つ又はそれ以上であり、或いは垂直方向に対して
ある角度にすることができる。
【００１１】
　好ましくは、周縁バンドは、容器に外接するシームレスの外表面を提供する。周縁バン
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ドは、カバー及びベースが周縁バンドだけによって支持されるように、ベースとの確実な
機械的接続と、カバーとの解除可能なスナップ嵌合又は摩擦嵌合を提供する。容器は好ま
しくは、周縁バンド内の空間により定められる内部容積内に消費アイテムを収容する。
【００１２】
　周縁バンドは、カバーが取り除かれたときに容器が高い捩り安定性を有するように高強
度の直立剛性壁を提供する。好ましい実施形態では、周縁バンドは、気密性シールのため
にその上端部にてシール可能な開口を提供する。好ましくは、周縁バンドは、容器の滑ら
かな開閉のための面を提供する。周縁バンドがプラスチックで１つの実施形態において、
金属と金属が接触するガタガタ音又はきしみ音を避けることができる。
【００１３】
　好ましくは、中心側壁部分、下側側壁部分、上側側壁部分、及びこれらの組み合わせの
うちの少なくとも１つは、ラベル用の平面円周方向パネルを提供する。ラベルは、特に限
定するわけではないが、オンサート、ステッカー、印刷接着フィルム、印刷収縮嵌合フィ
ルム、エンボス、パネル上への直接塗装又は印刷、或いはこれらの組み合わせとすること
ができる。
【００１４】
　図１Ａ～１Ｄは、ポケットサイズ容器の好ましい実施形態を示す。図１Ａは、周縁バン
ド１２０が剛性ベース１４０に取り付けられ且つ剛性カバー１０２によって蓋をした場合
の部分等角図である。図１Ｂを参照すると、この実施形態では、容器１００は、平行の長
側部１０４（すなわち直線壁）と湾曲した短い端部１０６（すなわち端部壁）とを備えた
丸形コーナ形状を有する。端部１０６の曲率半径は、容器の幅が長側部１０４の間の距離
である場合に容器の幅の半分と、容器の幅の９０％との間であるのが好ましい。より好ま
しくは、曲率半径は幅の５０％と６０％の間である。容器１００の長さは、１つの湾曲端
部の中心と他方の湾曲端部の中心との間の距離である。好ましくは、容器の幅は、容器の
長さの５０％から８０％である。より好ましくは、容器の幅は、長さの６０％と６５％と
の間である。
【００１５】
　図１Ａ～１Ｄに示すように、好ましくは、容器カバー１０２は、蓋を取り外すために親
指又は指の把持ポイントとして作用する隆起部１１０を有する。好ましくは、容器カバー
１０２は、カム作用によって取り外すことができる。任意選択的に、容器カバー１０２は
、周縁バンド１２０にヒンジ固定（図示せず）することができる。容器カバー１０２の下
向きの壁１１４の各長側部１０４の頂部に１つの隆起部１１０が中心に配置されて示され
ているが、隆起部１１０の位置及び隆起部の数は特に限定されない。図１Ｃに示した容器
１００の端面図は、容器１００の第１の中心側壁部分１２４を形成する周縁バンド１２０
を例示している。ベース１４０は、丸形コーナ１４６によって上向き壁１４４に接合され
たドーム形底部１４２を有する。上向き壁１４４は、好ましくは、第１の側壁部分１２４
と同一平面上にあり、容器の第２の（下側）側壁部分を形成する。カバー１０２の頂部１
１２は、この実施形態によるドーム形であり、丸形コーナ１１６によって下向き壁１１４
に接合される。下向き壁１１４は、容器側壁の第３の（上側）部分を形成し、好ましくは
、第１の部分１２４と同一平面上にある。
【００１６】
　図１Ｄに示した閉鎖容器１００の側面図は、同一平面側壁１８０と分割ライン１８２と
を図示しており、ここで下向き壁１１４の下側端部は、容器１００が開いているときには
周縁バンド１２０の上側シェルフから分離している。１つの実施形態において、カバー１
０２及びベース１４０は１つの材料からなることができ、周縁バンド１２０は、第２の材
料からなることができる。好ましい実施形態では、カバー１０２及びベース１４０は金属
であり、周縁バンド１２０はプラスチックである。好ましくは、周縁バンド１２０は、透
過性プラスチック（透明、又は黄色、緑色、青色、赤色、その他などの種々のシースルー
色）であり、容器１００の中身が見える窓を提供する。
【００１７】
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　図２は、離間して配置された平行な長側部３０４と離間して配置された湾曲端部３０６
とを有する丸形コーナ容器３００の別の実施形態を示す。図３Ａ及び３Ｂは、ドーム型底
部３４２及び上向き壁３４４を有するベース３４０を有し、カバーが取り外された状態の
容器３００の別の実施形態の側面図及び端面図を示す。上向き壁３４４は、ベース３４０
に周縁バンド３２０を取り付ける。好ましくは、上向き壁３４４の上縁は、周縁バンド３
２０の下側リム部分に接続される（図７Ａ参照）。
【００１８】
　好ましい実施形態では、周縁バンド３２０は、ベース３４０に機械的に固定される。好
ましくは、周縁バンド３２０は、以下で図７Ａを参照して説明されるベース上の機械カー
ルによってベース３４０に固定される。また、好ましくは、周縁バンド３２０をベース３
４０に固定するのを助けるために固着剤又は接着剤は使用されないが、必要に応じてこの
ような固着剤を使用してもよい。好ましくは、周縁バンド３２０は、該周縁バンド３２０
の底部が周辺においてベース３４０の底部３４２の内表面に堅固に接触し、又は隣接する
ように固定され、周縁バンド３２０によって密閉される空間を最大にして消費者製品の保
管のために利用する。トレイが周縁バンド３２０と一体的に形成された実施形態では、好
ましくは、トレイの底部は、ベース３４０の底部３４２の内表面と接触するか又は隣接す
る。
【００１９】
　容器３００の実施形態では、周縁バンド３２０は、一体型トレイの有無にかかわらず、
容器ベース３４０に成形される下側リム部分と所定位置に成形することができる。好まし
くは、周縁バンド３２０は、周縁バンド３２０によって密閉される空間を最大にして消費
者製品保管に利用するために、ベース３４０の底部３４２の内表面周辺に周縁バンド３２
０の底部が堅固に接触するように所定位置に成形される。
【００２０】
　周縁バンド３２０は、上向き壁３４４と同一平面の容器側壁を形成する突出ブルワーク
３２４を有する。突出ブルワークから上方では、上側リム部分３２２が周縁バンド３２０
の上側シェルフ３３２から延びる。上側リム部分３２２の上縁３２６は、上述のようにカ
バーの下向き壁内に嵌合し、更に上縁３２６は、フォイル又は薄膜を受け入れて気密性シ
ール（図７Ｂ参照）を形成するためにることができ、後で容器カバーによって覆うことが
できる。図３Ａ及び３Ｂに示した実施形態によれば、上側リム部分３２２は、周縁バンド
にカバーを解除可能に取り付けるために小突起部３３０を有することができ、これにより
容器３００の意図しな開放が阻止される。
【００２１】
　図４Ａ及び４Ｂは、丸形コーナ３１６により下向き側壁３１４に接続されるドーム型頂
部３１２を有し、容器３００から取り外された容器カバー３０２の別の実施形態の側面図
及び端面図を示す。下向き壁３１４は、上述のように、周縁バンドの上側リム部分を囲み
、容器３００を閉鎖する。好ましくは、下向き壁３１８の下縁は、周縁バンドの上側リム
部分によって解除可能に取り付けられ、容器３００を閉鎖する（図７Ａ参照）。上側リム
部分は、上側リム部分と下向き壁３１４との間の摩擦締まり嵌め、内向きロール縁部を有
する下縁３１８が通過する上側リム部分上のスナップリング、上側リム部分及び下向き壁
３１４の１つ又は両方の突起部などの構造体によって下縁を係合することができる。
【００２２】
　図５Ａ及び５Ｂは、丸形コーナ４１６により下向き側壁４１４に接続されるドーム型頂
部４１２を有する、容器３００から取り外された容器カバー４０２の別の実施形態の側面
図及び端面図を示す。下向き壁４１４は、図４Ａ及び４Ｂに示した前の実施形態よりも更
に下縁４１８まで延びる。丸形コーナ５１６により下向き側壁５１４に接続される平坦な
頂部５１２を有する、容器３００から取り外された容器カバー５０２の別の実施形態の側
面図及び端面図が、図６Ａ及び６Ｂに示される。この実施形態では、平坦な頂部５１２は
、実質的に下縁５１８に平行である。カバー５０２の下縁５１８と平坦な頂部５１２との
間には、容器３００内の消費者製品の梱包時並びにユーザによる容器３００の開閉時の蓋
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動作を容易にするために下向き壁５１４上に隆起部５１０が示されている。カバー３０２
、４０２、及び５０２の実施形態は、好ましくは機械的延伸又はスタンプ加工されたシー
ト金属である。
【００２３】
　図７Ａ及び７Ｂを参照し、周縁バンド６２０の１つの実施形態の詳細を説明する。図７
Ａでは、ベース６４０をカバー６０２に接続した周縁バンド６２０の断面が示される。ベ
ース６４０は、丸形コーナ６４６において上向き壁６４４に接続される底部６４２を有す
る。上向き壁６４４の上縁は、内向きカール縁部６４８（例えば、側壁のロールアップ部
分）を有し、該端部は、周縁バンド６２０の下側リム部分６５０上のロック突起部６５６
と、周縁バンドの下側シェルフ６５２との間で機械的にクランプされ、周縁バンド６２０
に取り付けられたときにベース６４２が解除されるのを防止する。ロック突起部６５６の
平坦面は、内向きカール縁部６４８を下側シェルフ６５２にクランプする間に周縁バンド
６２０からベース６４０が手動で取り外されるのを防止する。好ましくは、上向き壁６４
４は、下側リム部分６５０の周りに堅固に嵌合し、下側リム部分６５０の下側端部６５４
は、底部６４２ａの内表面を係合する。ロック突起部６５６は、カール縁部６４８を係合
する平坦面を有するように図示され記載されたが、ロック突起部６５６は、このように限
定されず、周縁バンドからベースが解除されるのを防止するために、凹形の湾曲面又は下
側リム部分６５０の外表面から離れる方向に上向きに傾斜した面を有することができる。
【００２４】
　図示の実施形態では、上向き壁６４４は、下側リム部分６５０内に曲げられて、周縁バ
ンド６２０にベース６４０をロックし、壁６４４のバネ動作がベース６４０を下側リム部
分６５０に付勢して、薄膜シール及びラベルの１つ又は両方を支持するための平坦な円周
方向外側容器側壁を提供する。任意選択的に、周縁バンド６２０及び一体トレイ６２１を
備えた周縁バンドは、ベース６４０の所定位置に成形することができる。
【００２５】
　下側シェルフ６５２は、下側リム部分６５０を周縁バンド６２０の突出ブルワーク６２
４に接続する。内向きカール縁部６４８は、下側シェルフ６５２にクランプされ、上向き
壁６４４及び突出ブルワーク６２４が容器６００の同一平面の側壁を形成するようにする
。上述のように容器ベース６４０に固定された突出ブルワーク６２４のＣ形ビームは、本
実施形態による容器６００に強度及び安定性をもたらす。他の実施形態によれば、突出ブ
ルワーク６２４は、Ｉ形ビーム、Ｈ形ビーム、Ｘ形ビーム、箱形ビーム、又は他の断面形
状とすることができる。１つの実施形態において、周縁バンドは、内部凹部のない平滑な
内壁を有する。
【００２６】
　図７Ａに示すように、カバー６０２は、丸形コーナ６１６によって下向き壁６１４に接
続された頂部６１２を有する。下向き壁６１４の下縁は、周縁バンド６２０の上側リム部
分６２２及び周縁バンドの上側シェルフ６３２上の１つ又はそれ以上の小突起部６３０の
間に解除可能に係合された内向きカール縁部６１８（例えば、側壁のロールアップ部分）
を有する。小突起部６３０は、カール縁部６１８を係合する湾曲面として図示されている
が、該小突起部６３０は、特にこれに限定されず、様々なサイズ及び形状とすることがで
きる。１つ又はそれ以上の小突起部６３０は、カバー６０２が周縁バンド６２０から意図
せずに取り外されるのを防止すると共に、図３Ａ及び３Ｂを参照して上記で記載したよう
に、ユーザにより隆起部６１０に意図的な指圧力が加えられたときには、容器６００から
カバー６０２を取り外すことができるようにする。カバー６０２が周縁バンド６２０の上
側リム部分６２２を覆って閉鎖されると、１つ又はそれ以上の小突起部６３０が内向きカ
ール縁部６１８を上側シェルフ６３２に係合する。好ましくは、下向き壁６１４は上側リ
ム部分６２２の周りに堅固に嵌合し、上側リム部分６２２の上縁６２６は、頂部１２ａの
内表面を係合する。
【００２７】
　ある実施形態によれば、複数の小突起部６３０は、上側リム部分６２２に外接し、容器
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カバー６０２の下側内向きカール縁部６１８を解除可能に取り付けることができる。別の
実施形態では、複数の小突起部６３０は、上側リム部分６２２の湾曲端部３０６（図２）
にだけ配置することができ、又は、複数の小突起部６３０は、上側リム部分６２２の長側
部３０４（図２）に沿ってだけ配置することができる。更に別の実施形態では、スナップ
リング（図示せず）のような単一のリングは、上側リム部分６２２の外表面に外接し、容
器カバー６０２の下側内向きカール縁部６１８を解除可能に取り付けることができる。好
ましくは、上側リム部分６２２の各長側部３０４（図３Ａ参照）上の２つの小突起部６３
０は、固定カバー６０２にクロージャを提供する。任意選択的に、容器カバーは、一方の
長側部３０４上で周縁バンド６２０にヒンジ固定することができ、上側リム部分６２２の
他方の長側部３０４上の小突起部６３０は、固定カバー６０２にクロージャを提供する。
【００２８】
　図７Ｂは、容器ベース６４０の底部６４２と整列したトレイ部分６５５を有する周縁バ
ンド６２１の別の実施形態の断面を示す。好ましい実施形態では、周縁バンド６２０、６
２１は、透過性プラスチックから作られ、消費者がその窓を通して容器の内容を観測する
窓として機能する。また、好ましい実施形態では、第１の薄膜６５７が周縁バンド６２１
の上縁６２６を気密シールし、これにより周縁バンド６２１によって定められる内部空間
６５９内の消費者製品を気密シールする。第１の薄膜６５７は、特にこれに限定されず、
フォイル、プラスチック、これらの組合せ物、或いはこれらの複合材料とすることができ
る。第１の薄膜６５７は、通気性又は非通気性とすることができる。好ましくは、第１の
薄膜６５７は、該第１の薄膜６５７をユーザが取り外すためのプルタブ（図示せず）を有
する。プルタブは、上側リム部分の一部分沿って押し下げる第１の薄膜６５７の親指サイ
ズの重なり部分とすることができる。
【００２９】
　通気性薄膜は、該薄膜を通って１つ又はそれ以上のガス、蒸気、及び水を透過させるこ
とができる。通気性薄膜は、例えば、織布材料又は穿孔を有する薄膜など、多孔質の天然
及び合成材料を含む。非通気性材料は、気密シールを提供し、ガス、蒸気、又は水が薄膜
を通過することができない。
【００３０】
　図８は、図７Ａに示す周縁バンド６２０の実施形態の側面図である。複数のロック突起
部６５６が下側リム部分６５０上に示されている。好ましい実施形態によれば、ロック突
起部６５６は、下側リム部分６５０に外接し、周縁バンド６２０の下側シェルフ６５２に
クランプされた容器ベース６４０の上側内向きカール縁部６４８を係合することができる
。別の実施形態では、ロック突起部６５６は、下側リム部分６５０の湾曲端部にだけ配置
することができ、或いは、下側リム部分６５０の長側部に沿ってだけ配置することができ
る。更に別の実施形態では、ロック突起部単一リング（図示せず）は、下側リム部分６５
０の外表面に外接し、周縁バンド６２０の下側シェルフ６５２にクランプされた容器ベー
ス６４０の上側内向きカール縁部６４８を係合することができる。直線側壁３０４及び湾
曲端部壁３０６を有する丸形矩形容器（図２）の１つの実施形態において、周縁バンド６
２０の下側リム部分６５０は、好ましくは、各直線壁３０４に沿って４つのロック突出部
６５６と、各湾曲壁３０６に沿った６つのロック突出部６５６とを有し、上側リム部分６
２２は、好ましくは、各直線壁３０４に沿った２つの小突出部６３０を有し、各湾曲壁３
０６に沿った小突出部６３０は有していない。
【００３１】
　１つの実施形態において、ポケットサイズ容器カバー６０２及びベース６４０の厚さは
、約０．１ｍｍから約０．４ｍｍ（例えば、約０．２～０．３ｍｍ、又は０．２２～０．
２８ｍｍ）の範囲であり、ベース及びカバーの内向きカール縁部６４８、６１８は、約０
．３ｍｍから約２．５ｍｍ（例えば、０．４～２ｍｍ、０．５～１．５ｍｍ、０．６～０
．８ｍｍ）の範囲のそれぞれの厚さを有する。１つの実施形態において、周縁バンド６２
０の突出ブルワーク６２４は、内向きカール縁部６４８、６１８のそれぞれの厚さだけ周
縁バンド６２０の上側及び下側リム部分６２２、６５０を超えて突出し、上述したように
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（例えば、図１Ａ～１Ｄを参照して）、カバー６０２、ベース６４０、及び周縁バンド６
２０が同一平面の容器側壁を形成するようにする。１つの実施形態において、ポケットサ
イズ容器周縁バンド６２０の厚さは、約０．５ｍｍから約２．５ｍｍ（例えば、１～２ｍ
ｍ又は１．２～１．８ｍｍ）の範囲である。同様に、ポケットサイズ容器周縁バンド６２
１が一体型トレイ部分６５５を有する１つの実施形態の場合、ポケットサイズ容器周縁バ
ンド６２１及びトレイ部分６５５の厚さは、約０．５ｍｍから約２．５ｍｍの範囲（例え
ば、１～２ｍｍ又は１．２～１．８ｍｍ）である。突出ブルワーク６２４、上側リム部分
６２２、下側リム部分６５０、及びトレイ部分６５５の厚さは、必ずしも同じである必要
はなく、単一の周縁バンド６２０、６２１の実施形態の範囲内で全て変えることができ、
或いは全て同じにすることができる。例えば、ポケットサイズ容器は、０．７～０．８ｍ
ｍ（例えば、約０．７５ｍｍ）厚さのカール縁部６１８を有する、約０．２２～０．２４
ｍｍ（例えば、約０．２３ｍｍ）厚さのスタンプ加工シート金属のカバー６０２と、０．
７～０．８ｍｍ（例えば、約０．７５ｍｍ）厚さのカール縁部６４８を有する約０．２２
～０．２４ｍｍ（例えば、約０．２３ｍｍ）厚さのスタンプ加工シート金属のベース６４
０と、約１．３～１．６ｍｍ（例えば、約１．５ｍｍ）厚さのプラスチックの周縁バンド
６２０、６２１とを有することができる。
【００３２】
　図９Ａから９Ｄは、容器７００の別の好ましい実施形態を示す。図９Ａを参照すると、
この実施形態では、容器７００は、離間して配置され且つ狭い中間セクション７０９（例
えば矩形中心セクション）によって分離された第１及び第２の広い端部セクション７１１
、７１３（例えば丸形端部セクション）を有する。広い端部セクション７１１、７１３は
、平行な側面７０４と湾曲端部７０６とを有する。端部７０６の曲率半径は、容器幅が長
側部７０４の間の距離である場合、容器の幅の半分と、容器の幅の９０％との間であるの
が好ましい。より好ましくは、曲率半径は、幅の５０％と６０％の間である。容器７００
の長さは、一方の湾曲端部の中心と他方の湾曲端部の中心と間の距離である。好ましくは
、容器の幅は、容器の長さの５０％から８０％である。より好ましくは、容器の幅は、長
さの６０％と６５％との間である。
【００３３】
　この実施形態によれば、狭い中間セクション７０９は、狭い中間セクション７０９を広
い端部セクション７１１、７１３に接続するための平行窪み側部７０８及びフレア付きセ
クション７６８を有する。丸形コーナ容器７００のこのような形状はウエスト形状と呼ば
れる。
【００３４】
　図９Ａ～９Ｄに示すように、好ましくは、ウエスト形容器カバー７０２は、蓋を取り外
すための親指又は指の把持ポイントとして機能する隆起部７１０を有する。１つの隆起部
７１０は、容器カバー７０２の下向き壁７１４の各窪み側部７０８上に示されているが、
隆起部７１０の位置及び隆起部の数は特に限定されない。図９Ｂに示した容器７００の端
面図は、容器７００の第１の側面部分７２４を形成する周縁バンド７２０を例示している
。ベース７４０は、丸形コーナ７４６により上向き壁７４４に接合されたドーム形底部７
４２を有する。上向き壁７４４は、好ましくは、第１の側壁部分７２４と同一平面上にあ
り容器の第２の側壁部分を形成する。カバー７０２の頂部７１２は、この実施形態による
ドーム形状であり、丸形コーナ７１６によって下向き壁７１４に接合される。下向き壁７
１４は、容器側壁の第３の部分を形成し、好ましくは第１の部分７２４と同一平面上にあ
る。
【００３５】
　図９Ｃは、カバー７０２が取り外されたウエスト容器７００の側面図を示す。狭い中間
セクション７０９を広い端部セクション７１１、７１３に接続するための平行窪み側部７
０８及びフレア付きセクション７６８は、周縁バンド７２０及びベース７４０において容
器７００が同一平面の垂直側壁を有するように見える。周縁バンド７２０及びベース底部
７４２は、実質的に頂部７１２に適合するようなウエスト形状を有する。
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【００３６】
　図９Ｄに示した閉鎖容器７００の側面図は、容器７００が開いているときに下向き壁７
１４の下側端部が周縁バンド７２０の上側シェルフから分離した場合の同一平面の容器側
壁７８０及び分割ライン７８２を示している。上記の実施形態では、カバー７０２及びベ
ース７４０は１つの材料からなるものとすることができ、周縁バンド７２０は、第２の材
料からなることができる。好ましい実施形態では、カバー７０２及びベース７４０は、ス
タンプ加工シート金属であり、周縁バンド７２０は成形プラスチックからなる。好ましく
は、周縁バンド７２０は、透過性プラスチック（透明又は黄色、緑色、青色、赤色など種
々のシースルー色）であり、容器７００の中身が見える窓を提供する。好ましくは、容器
側壁７８０は、容器に外接してラベル用パネル（例えば、印刷接着フィルム、印刷収縮嵌
合フィルム、容器側壁７８０上へのに直接印刷、エンボス、その他）を提供する平滑な垂
直面である。
【００３７】
　好ましい実施形態では、容器カバー及び容器ベースの１つ又は両方の外側は、予め印刷
されてポリマーコーティングなどの耐傷性保護テクスチャ材料で処理されることになる。
１つの実施形態では、容器は、ベースの内表面及びカバーの内表面の少なくとも１つの上
に耐食性コーティングを更に含む。好ましくは、容器カバー及びベースの内部は、腐食防
止用のエポキシコーティングなどの耐食コーティングで処理されることになる。好ましく
はないが、カバー及びベースの１つ又は両方は、頂部及び底部凹状パネルを有することが
できる。このような凹状パネルは、ラベル（例えば、エンボス、接着又は収縮嵌合ラベル
、インクジェット印刷、オンサート、及び他の同様の適用）を可能にするために設けられ
る。
【００３８】
　好ましい実施形態では、周縁バンドの頂部にはテーパが付けられ、上側リム部分の頂部
周りの内向きカール縁部にカバーを容易に位置決め又は位置合わせできるようになり、カ
バー及びベースが互いに向かって圧迫されたときに容器の滑り閉鎖を行う。周縁バンドは
好ましくは、消費アイテムのために周縁バンド内部の空間を利用するため、又はシール可
能な面を提供するため、或いはこの両方のためにカバーが閉じられたときにベースの底部
及びカバーの頂部と接触する。
【００３９】
　好ましい実施形態では、カバーが容器を閉鎖するときには、カバーの下向き壁が、頂部
から底部までの距離の１５％から４５％の範囲の距離を頂部から下向きに延びて、ベース
の上向きの壁が底部から上向きに延び、周縁バンドの突出ブルワークは、カバーが容器を
閉鎖するときに、頂部から底部までの距離の１０％から７０％の範囲の距離を延びる。好
ましくはまた、下向き壁及び上向き壁の高さは等しい。従って、カバーと周縁バンド上側
シェルフとの間の分割ラインは、カバーに対して区切られた容器の高さが、周縁バンド及
びベースの突出ブルワークに対して区切られた容器高さの残りの部分よりも著しく低くな
るように配置される。このような好ましい分割比は、より薄いカバー（蓋）がベース上に
向けられ、カバーが取り外されている間にユーザに直立位置を示すように配分される。し
かしながら、分割比は、あらゆる他の望ましい値を有することができる。例えば、容器は
、カバー高さに対して区切られた容器高さの７０％から３０％の範囲、及びこれに対応し
て突出ブルワーク及びベース高さに対して区切られた３０％から７０％の範囲の分割比を
有することができる。１つの実施形態において、分割比はまた、容器に保管される製品の
量と整合性のある所望の一定内部容積を得るように選択することができる。例えば、容器
は、約２０～２４ｍｍ高さ（例えば２２ｍｍ高さ）、約４５～５５ｍｍ幅（例えば５０ｍ
ｍ幅）とすることができ、約７５～８５ｍｍ長さ（例えば８０ｍｍ長さ）を有する。この
ような実施形態では、カバー高さは、約５～１０ｍｍ（例えば７ｍｍ）、突出ブルワーク
及びベース高さは、約１２～１９ｍｍ（例えば１５ｍｍ）とすることができる。
【００４０】
　１つの実施形態において、ポケットサイズ容器は、幅が約３０ｍｍから約８０ｍｍ、長
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さが約６０ｍｍから約１１０ｍｍ、高さが約１５ｍｍから４０ｍｍである。ウエスト形状
を有するポケットサイズ容器の１つの実施形態において、狭いセクション（例えば矩形中
心セクション）は、広いセクションの幅が約３０ｍｍから約８０ｍｍである場合、広いセ
クション（例えば丸形端部セクション）よりも約３ｍｍから約２０ｍｍ狭くすることがで
きる。ウエスト形容器は、長さが約６０ｍｍから約１１０ｍｍであり、狭いセクションは
、長さが約１５ｍｍから約４５ｍｍであり、フレア付きセクションは、長さを各々約３ｍ
ｍから約１５ｍｍとすることができ、容器は、高さを約１５ｍｍから約４０ｍｍとするこ
とができる。好ましい実施形態では、容器は、成人ユーザの手の平又はポケットに収まる
。最も好ましくは、内部容積のサイズは、密閉される製品の量に基づいて決定される。
【００４１】
　１つの実施形態において、周縁バンドは、低密度ポリエチレン樹脂などの一体成形の射
出成形プラスチックである。好適なプラスチックは、限定ではないが、ポリプロピレン、
ポリエチレン、ポリスチレン、ナイロン、ポリスルフォン、ポリエステル、ポリウレタン
、及びこれらの組み合わせを含む。一部のプラスチックは香味を吸収するので、密閉した
製品が香味を含有する場合には好ましいプラスチックは、ポリプロピレンである。
【００４２】
　１つの実施形態では、カバー及びベースは金属スタンプ加工で形成される。好適な金属
は、限定ではないが、アルミニウム、アルミニウム合金、鋼、ステンレス鋼合金、チタン
、チタン合金、マグネシウム、マグネシウム合金、錫、錫合金、銅、銅合金、真鍮、及び
これらの組み合わせを含む。カバー及びベースは、好ましくは内向きカール縁部の形状、
高さ及び幅が同一である。
【００４３】
　好ましくは、周縁バンドは、容器カバーに対するシールを提供する。好ましくは、周縁
バンドは、容器を開閉するためにカバーの取り外し及びカバーの交換を容易にする。好ま
しくはまた、周縁バンドの突出ブルワークによって形成された同一平面の容器側壁の表面
及びベースの上向き側壁は、ラベル用の平面円周方向パネルを提供する。好ましくはまた
、容器が閉鎖されているときに、周縁バンド、ベースの上部側壁、及びカバーの下向き側
壁は、ラベル用平面円周方向パネルを提供する。
【００４４】
　図１０に示した実施形態では、第２の薄膜シール８７２は容器８００の周辺を囲む。こ
の実施形態では、容器８００は、円形コーナ頂部８１２と適合する形状を有するが、容器
８００の形状はこれに限定されず、上記で説明したように他の形状を有することができる
。第２の薄膜８７２は、カバーと周縁バンド上側シェルフとの間で分割ラインシーム８８
２と重なり合う。好ましくは、第２の薄膜シール８７２は、容器側壁の表面に適用される
感圧式透明ラベルである。任意選択的に、不正防止の目的で容器の周辺部周りにラップさ
れたテープは、第２の薄膜シール８７２として使用することができる。好ましくはまた、
第２の薄膜シール８７２は、不正開封防止シールとして使用することができる。好ましく
はまた、薄膜材料はポリプロピレンとすることができる。第２の薄膜シール８７２は、ポ
リプロピレンが好ましいが、第２の薄膜シール８７２は、熱収縮性ポリオレフィンフィル
ムなどの他の好適な材料であってもよい。第２の薄膜シール８７２は、通気性又は非通気
性とすることができる。
【００４５】
　好ましい実施形態では、第２の薄膜シールは、適切な容器通気機能を可能にするように
穿孔される（８７４）。好ましくはまた、第２の薄膜シール８７２は、容器の円周を覆い
、容器が閉鎖されているときに、カバー及び周縁バンド上側シェルフの分割ライン８８２
にわたってこのような穿孔８７４が中心になるように位置付けられるう。穿孔された第２
の薄膜８７２を使用することで、容器８００の開放機能が改善される。使用時には、消費
者は、穿孔８７４においてシールを破断した後、容器８００を開放する。別の実施形態で
は、第２の薄膜シール８７２は、第２の薄膜８７２のシールを破断して容器８００の内容
物にアクセスできるように係合されたプルタブ（図示せず）を含む。分割ライン８８２の
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位置は、穿孔８７４によって示される位置、又はそれよりも高いか又は低い位置とするこ
とができる。同様に、穿孔８７４は、図示の位置或いはそれよりも高く又は低くすること
ができる。
【００４６】
　第２の薄膜シール８７２は好ましくは、穿孔８７４によって分離された複数の水平セク
ション（図示せず）を有する。例えば、上側セクションは、穿孔の第１の列によって中央
セクションから分離され、下側セクションは、穿孔の第２の列によって中央セクションか
ら分離される。好ましくは、上側セクションの内表面がカバー下向き壁に結合され、下側
セクションの内表面が周縁バンドの突出ブルワーク及びベース上向き壁に結合され、中央
セクションが破断用穿孔によって取り外された後に容器を開放できるようにする。このよ
うな実施形態では、中央セクションは、不正開封防止シールの切り取りストリップとして
知られている。好ましくは、上側及び下側セクションの内表面は、感圧式接着剤によって
容器の側壁部分に結合される。
【００４７】
　上側及び下側セクションの内表面は、好ましくは容器側壁部分に結合されるが、上側及
び下側セクションはまた、切り取りストリップが切断されたとき又は穿孔８７４が破断さ
れたときに、薄膜シールを任意選択的に完全に取り外すことができるように結合すること
はできない。例えば、第２の薄膜シール８７２は、側壁を任意選択的に覆う容器の周辺部
、側壁並びに頂部及び底部のうちの１つ又は両方の部分、又は容器８００全体に収縮嵌合
することができる。このような実施形態では、第２の薄膜８７２は、切り取りストリップ
（図示せず）が取り外された後又は穿孔８７４が破断された後に、容器８００から完全に
取り外すことができる。
【００４８】
　限定ではないが、第２の薄膜シール８７２は、１０～３０ｍｍ幅とすることができる。
好ましくは１５ｍｍ幅である。上側及び下側セクションは各々、２～７ｍｍ幅とすること
ができ、中間セクション幅は１～８ｍｍ幅とすることができる。好ましくは、中間セクシ
ョンは６ｍｍ幅、上側及び下側セクションは各々３ｍｍ幅である。
【００４９】
　１つの実施形態では、第１の薄膜が周縁バンドの上縁から第１の薄膜を取り外すための
プルタブを含み、又は第２の薄膜が、容器を開放するために第２の薄膜を破断するのに使
用される不正開封防止プルタブを含む。別の実施形態では、第１の薄膜が周縁バンドの上
縁から第１の薄膜を取り外すためのプルタブを含み、更に第２の薄膜が、容器を開放する
ために第２の薄膜を破断するのに使用される不正開封防止プルタブを含む。
【００５０】
　容器６００の組み立ては極めて簡単である。図７Ａ及び７Ｂを参照すると、周縁バンド
６２０、６２１の下側リム部分６５０は、ベース６４０の上向き壁６４４内に挿入されて
、ベース６４０の上縁６４８が下側リム部分６５０の１つ又はそれ以上のロック突起部６
５６の上でスナップ嵌合するまで押し下げられる。カバー６０２は、周縁バンド６２０の
上側リム部分６２２に取り付けることができる。任意選択的に、周縁バンド６２０、６２
１は、所定位置で成形することができる。
【００５１】
　使用時には、消費者は、自分の手の平に容器６００の底面を把持しながら、カバー６０
２を周縁バンド６２０から持ち上げて、内部容積６５９内に保管される消費者製品を露出
させる。好ましくは、ユーザは、カム運動を加えて、カバー６０２を周縁バンド６２０か
ら分離する。任意選択的に、ユーザは、カム運動を加えてヒンジ固定カバーを開放する。
ベース６４０は、ユーザがカバー６０２を取り外すのに十分な力を加えたときに外れるこ
とがないように、周縁バンド６２０、６２１にロックされる。好ましくは、ベース６０２
は、ユーザが手の圧力だけを用いて周縁バンド６２０、６２１から取り外すことはできな
い。
【００５２】
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　容器の特定の寸法及び比率は必須ではない。好ましくは、比率は、包装されることにな
る特定の物品を収容するための大きさにされた容器を提供するように選定される。従って
、実際の容器は、図に示したものよりも細長くすることができ、又は、容器は、図面で示
したものよりも正方形に近く、或いはより深くすることができる。しかしながら、好まし
くは、容器は、ポケットに好都合に携行され、消費者が手で保持し、開放できるような大
きさにされる。
【００５３】
　物品は、様々な方法で配置することができる。例えば、製品は、物品を互いに重ね合わ
せて又は交互にして配置することができる。勿論、製品が十分に小い場合、内部容積内に
ランダムに置くこともできる。
【００５４】
　当然、容器は様々な製品に使用できる。容器が使用可能な１つの特定の製品は、無煙タ
バコポーチである。このようなタバコは、小包状態で提供され、場合によっては「スヌー
ス」として知られ、タバコ材料の個々の小包を含むことができる。容器が使用可能な別の
特定の製品は、湿潤無煙タバコ（ＭＳＴ）である。
【００５５】
　容器がスヌースに使用される場合、第１の薄膜６５７は、気密性シールを与えて製品の
新鮮さを維持し、第２の薄膜８７２は、穿孔付き又は穿孔なしとすることができる。任意
選択的に、容器がスヌースに使用される場合、第１の薄膜６５７は省略することができ、
第２の薄膜８７２は、気密性シールを提供するよう非穿孔にすることができる。
【００５６】
　容器が湿潤無煙タバコ（ＭＳＴ）に使用される場合、好ましくは、製品は、使用される
何らかの薄膜を通して例えば排ガスを通気することができる。第１の薄膜６５７及び第２
の薄膜８７２の一方又は両方が湿潤無煙タバコと共に容器内で使用される場合、第１の薄
膜及び第２の薄膜は、通気可能な材料を含むのが好ましい。
【００５７】
　上記のことから、複数の物品を収容することができ、消費者が携帯し且つ開放可能な安
価なポケットサイズの容器が提供されることは理解されるであろう。
【００５８】
　上記の説明は、好ましい実施形態に関するものであり、従って、単に物品及び同物品を
製造する方法を示している点を理解されたい。当業者であれば、上記の教示に照らして異
なる実施形態の変形及び修正形態が容易に明らかになることは理解できる。例えば、周縁
バンドはベースの底部を整列させる底部分を有することができ、周縁バンドは中空壁を有
してもよく、或いは、容器の形状は、丸形コーナ及びウエストから、平滑な丸形コーナを
備えた立方体又は他の多面体などの他の形状に変えることができる。従って、例示的な実
施形態並びに代替の実施形態は、添付の請求項に記載された物品及び方法の技術的思想及
び範囲から逸脱することなく実施することができる。
【符号の説明】
【００５９】
　１００　容器
　１０２　容器カバー
　１２０　周縁バンド
　１４０　ベース



(15) JP 5449184 B2 2014.3.19

【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図１Ｄ】

【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】



(16) JP 5449184 B2 2014.3.19

【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図６Ａ】

【図６Ｂ】

【図７Ａ】 【図７Ｂ】

【図８】



(17) JP 5449184 B2 2014.3.19

【図９Ａ】

【図９Ｂ】

【図９Ｃ】

【図９Ｄ】

【図１０】



(18) JP 5449184 B2 2014.3.19

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100109335
            弁理士　上杉　浩
(72)発明者  ベラマー　スティーブン　ジェイ
            アメリカ合衆国　ヴァージニア州　２３１１３　ミッドロージャン　コーナー　ロック　ロード　
            １９３０
(72)発明者  グリフィン　ウィリアム　ティー
            アメリカ合衆国　ヴァージニア州　２３８３８　チェスターフィールド　フィンズタウン　レーン
            　８５３１
(72)発明者  ハワード　ドミニク　ジェイ　シー
            アメリカ合衆国　ヴァージニア州　２３１１３　ミッドロージャン　エラートン　テラス　１３３
            １５
(72)発明者  ミッテン　ロバート　ティー
            アメリカ合衆国　ヴァージニア州　２３０６０　グレン　アレン　ブルックムーア　レーン　１０
            ２２１

    審査官  会田　博行

(56)参考文献  実開昭５９－０６６７２１（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特表２０００－５０９６８８（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭６０－０２４７２８（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平０５－０６５１０５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－０８００４０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６５Ｄ　　　６／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

